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デザイン審査小委員会 



令和 4年度 

 第 2 回デザイン審査小委員会 会議録 

1．開催日時・方法 令和 4年 6月 21 日（火） 午後 1時 00 分～午後 4時 00 分 

伊丹市立総合教育センター 3階 会議室 

2．会議出席者 デザイン審査小委員会 委員 

 ・委員長 田中 栄治 

 ・委 員 神農 悠聖 

 ・委 員 白井 治 

 

事務局 

 ・都市整備室 室長 宮木 哲男 

・都市計画課 課長 溝淵 宏祐 

・都市計画課 主査 枦 敬文 

 ・都市計画課 主査 上田 みのり 

 ・都市計画課 主査 三浦 慎也 

 

事業者 

 伊丹市伊丹 3丁目 605 番 1 

 ・プラス ワイ アーキテクツ株式会社 2名 

 伊丹市伊丹 1丁目 290 番 1 の一部 

 ・生和コーポレーション株式会社 1名 

 ・LAN 建築計画 1 名 

 伊丹市稲野町 2丁目 2番 2 

 ・株式会社長谷工コーポレーション大阪 1 名 

3．議題及び内容 １．良好な景観形成に関する意見について（3件） 

（1）所 在 地：伊丹市伊丹 3丁目 605 番 1 

   主要用途：共同住宅 

（2）所 在 地：伊丹市伊丹 1丁目 290 番 1 の一部 

   主要用途：共同住宅 

（3）所 在 地：伊丹市稲野町 2丁目 2番 2 

   主要用途：共同住宅 

4．議決事項 ― 

5．議事の要旨 （1）伊丹市伊丹 3丁目 605 番 1 

 建物を見上げた時の圧迫感を軽減するために、軒天の色の明度

を上げるよう検討してください。 

 

（2）伊丹市伊丹 1丁目 290 番 1 の一部 

・伊丹郷町地区の景観の方針では、酒蔵のイメージで、外壁には

白を用い、漆喰のようなイメージになるようお願いしています

ので、西側道路の妻面には、白のタイルを主として使用してく



ださい。 

・あわせて、駐輪場の壁面も白のタイルを使用してください。 

 

（3）伊丹市稲野町 2丁目 2番 2 

■全体について 

・伊丹市の景観の方針では、酒蔵のイメージになるよう、また、

圧迫感を軽減するよう、外壁には白や明度の高い色を用いるよ

うお願いしています。当該建築物は、大規模であり、周囲の景

観に大きな影響を与えるため建物全体の色彩をより明るくして

ください。 

・伊丹市の景観の方針では、建物が周囲の景観と調和し、空にな

じむようなデザインにするようお願いしています。濃い色

（F4：N2.5）を使用した軒裏やマリオンは印象が強いため、分

節のコントラストを弱め、建物の存在感を軽減するよう全体を

配色してください。 

 

■植栽について 

・北西角のシンボルツリーとして、長く親しまれてきたハナミズ

キを植えることを検討してください。 

6．その他 なし 
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 デザイン審査小委員会 
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